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1. 2023年9月期第1四半期の連結業績（2022年10月1日～2022年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年9月期第1四半期 2,670 △3.4 180 △11.0 131 △49.2 76 △68.2

2022年9月期第1四半期 2,764 16.8 202 119.3 258 29.6 242 88.9

（注）包括利益 2023年9月期第1四半期　　75百万円 （△55.9％） 2022年9月期第1四半期　　170百万円 （26.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年9月期第1四半期 4.72 ―

2022年9月期第1四半期 14.87 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年9月期第1四半期 17,222 8,187 47.5

2022年9月期 16,964 8,275 48.8

（参考）自己資本 2023年9月期第1四半期 8,187百万円 2022年9月期 8,275百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年9月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

2023年9月期 ―

2023年9月期（予想） 0.00 ― 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 9月期の連結業績予想（2022年10月 1日～2023年 9月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,500 5.1 1,000 21.3 1,000 △19.1 690 △36.0 42.35

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年9月期1Q 16,957,016 株 2022年9月期 16,957,016 株

② 期末自己株式数 2023年9月期1Q 663,485 株 2022年9月期 663,484 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年9月期1Q 16,293,531 株 2022年9月期1Q 16,293,532 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染再拡大や電子部

品不足という懸念材料に加え、ロシアによるウクライナ侵攻から派生したエネルギー価格の高騰や、各国のインフ

レーション抑制に向けた金融引き締めを受け、これまでにも増して先行き不透明な状態が続いております。しかし

ながら、脱炭素化に向けた世界的な流れは持続しており、今後も自動車の電動化が加速すると同時に、電気自動車

向け部品やバッテリー等の市場においては、設備投資環境が堅調に推移すると予想しております。

このような環境下、当社グループの売上高は振動シミュレーションシステムの国内販売及びメジャリングシステ

ムの売上高が伸び悩んだ事により、前年同期を93百万円下回る2,670百万円となりました。利益面では、減収による

影響に加えて電力料金の高騰により営業利益が180百万円（前年同期比22百万円減）、経常利益が131百万円（前年

同期比127百万円減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益が76百万円（前年同期比165百万円減）となりま

した。しかしながら、第２四半期連結会計期間以降に売上計上が予定される受注残高におきましては、前年同期比

2,714百万円増の7,333百万円と高水準にあります。

　品目別の営業の概況は次のとおりであります。

（振動シミュレーションシステム）

海外市場におきましては、欧州及び米国における電気自動車向け大型案件に恵まれ、前年同期を上回りました。

また、サービス部門におきましても、アンプ更新や保守契約の需要が旺盛であり前年同期を上回りました。しかし

ながら、自動車関連業界をはじめとした国内市場におきましては設備投資の回復が遅れた影響等により減収となり

ました。

以上の結果、この品目の売上高は1,871百万円（前年同期比72百万円減）となりました。

（テスト＆ソリューションサービス）

当第１四半期連結累計期間におきましては、自動車関連業界において、振動シミュレーションシステムの概況と

同様の影響により伸び悩み、前年と同水準の結果となりました。一方で、産業機械や発電所関連業界の振動試験が

堅調に推移したことにより、前年同期を上回る結果となりました。

以上の結果、この品目の売上高は627百万円（前年同期比34百万円増）となりました。

（メジャリングシステム）

地震監視装置は、電子部品や半導体の供給不足を受け、受注を確保しながらも製品の完成及び出荷に至らず、売

上計上の繰延べが発生しました。一方、振動監視装置は、プラントや発電所向け需要が低迷した結果、前年同期を

下回る結果となりました。

以上の結果、この品目の売上高は171百万円（前年同期比55百万円減）となりました。

　



3

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末と比べ257百万円増加し、17,222百万円となりま

した。流動資産は、現預金が353百万円、営業債権が43百万円減少しましたが、棚卸資産が599百万円増加したこと

から前連結会計年度末と比べ334百万円増加し、11,769百万円となりました。固定資産は、減価償却が進捗したこと

により前連結会計年度末と比べ76百万円減少し、5,453百万円となりました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べ345百万円増加し、9,034百万円となりま

した。流動負債は、1年内返済予定長期借入金が241百万円減少しましたが、営業債務が430百万円、契約負債が338

百万円増加したことから前連結会計年度末と比べ460百万円増加し、7,969百万円となりました。固定負債は、長期

借入金が119百万円減少したことから前連結会計年度末と比べ114百万円減少し、1,064百万円となりました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、利益剰余金が85百万円減少したことから、前連結会計年度末と

比べ87百万円減少し、8,187百万円となりました。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末と比べ1.3ポイント

減少し47.5％となりました。

（３）COVID-19の影響軽減のための当社の取り組み

当社は、COVID-19の感染拡大に伴う様々な問題に対処するため、経営企画本部を主管に社内外の専門家の支援の

もと、様々な対策を講じております。具体的には、COVID-19流行拡大に対する従業員向けガイダンスの策定、ワク

チン接種への対応、必須業務における感染対策の強化を行っています。

また、従業員の安全を確保する措置として、在宅勤務ポリシーの適用を継続し、IT技術によりこれを支援してい

ます。また、当社のCOVID-19収束後の職場戦略においては、在宅勤務を前提にペーパレス化を推進するなどを通じ

て、最適な職場環境を構築および導入できるようにしてまいります。

さらに、WEB会議システムを活用したお客様とのミーティングを推奨し、受託試験における試験動画のリモート提

供などを通じて、当社従業員のみならずお客様の安全を確保するための措置を実施しております。

今後の状況については引き続き注視していくものの、不要不急の移動や大規模な集会の開催や参加については今

後新たな方針が示されるまで引き続き制限してまいります。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今

後様々な要因によって予想値と異なる結果となる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,523,276 3,170,062

受取手形及び売掛金 3,559,730 2,918,038

電子記録債権 573,160 1,171,591

製品 812,477 622,254

仕掛品 1,788,420 2,491,969

原材料 900,948 986,871

その他 279,027 410,684

貸倒引当金 △2,421 △2,461

流動資産合計 11,434,620 11,769,009

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,207,263 2,217,816

土地 1,935,656 1,935,656

その他（純額） 735,657 695,076

有形固定資産合計 4,878,577 4,848,549

無形固定資産

ソフトウエア 81,576 89,446

その他 4,392 4,363

無形固定資産合計 85,969 93,809

投資その他の資産 565,008 510,686

固定資産合計 5,529,554 5,453,045

資産合計 16,964,175 17,222,055

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,296,663 1,430,636

電子記録債務 858,305 1,154,500

短期借入金 2,310,000 2,310,000

1年内返済予定の長期借入金 1,050,605 809,592

未払金 519,791 524,542

未払費用 397,641 386,807

未払法人税等 112,158 11,578

未払消費税等 16,329 1,466

契約負債 851,370 1,189,687

製品保証引当金 37,000 37,000

株式報酬引当金 13,824 17,216

その他 45,906 96,629

流動負債合計 7,509,597 7,969,657

固定負債

長期借入金 909,038 789,062

長期未払金 175,529 175,529

資産除去債務 50,349 50,107

その他 44,045 49,999

固定負債合計 1,178,962 1,064,698

負債合計 8,688,560 9,034,355
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 464,817 464,817

資本剰余金 536,337 536,337

利益剰余金 7,429,020 7,343,032

自己株式 △143,762 △143,762

株主資本合計 8,286,412 8,200,424

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18,711 20,827

為替換算調整勘定 △29,508 △33,551

その他の包括利益累計額合計 △10,797 △12,724

純資産合計 8,275,614 8,187,700

負債純資産合計 16,964,175 17,222,055
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年10月１日
　至 2021年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 2,764,365 2,670,809

売上原価 1,820,460 1,735,193

売上総利益 943,905 935,616

販売費及び一般管理費 741,387 755,425

営業利益 202,517 180,190

営業外収益

受取利息 15 1,118

受取配当金 2,909 1,557

為替差益 53,408 ―

受取賃貸料 2,694 2,038

セミナー収入 4,000 6,081

雑収入 3,222 2,094

営業外収益合計 66,251 12,889

営業外費用

支払利息 5,395 4,297

為替差損 ― 49,309

セミナー費用 3,263 3,635

雑損失 1,229 4,206

営業外費用合計 9,888 61,448

経常利益 258,880 131,631

特別利益

投資有価証券売却益 71,873 ―

子会社株式売却益 38,194 ―

特別利益合計 110,068 ―

特別損失

固定資産除却損 52 0

特別損失合計 52 0

税金等調整前四半期純利益 368,896 131,631

法人税、住民税及び事業税 48,675 △5,462

法人税等調整額 76,054 60,146

法人税等合計 124,730 54,683

四半期純利益 244,165 76,947

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,834 ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 242,330 76,947
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年10月１日
　至 2021年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益 244,165 76,947

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △66,482 2,116

為替換算調整勘定 △7,381 △4,043

その他の包括利益合計 △73,864 △1,926

四半期包括利益 170,301 75,020

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 167,889 75,020

非支配株主に係る四半期包括利益 2,411 ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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３．その他

　生産、受注及び販売の状況

　 (生産実績)

期別
前第１四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2021年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
　至 2022年12月31日) 前期比(％)

品目 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

振動シミュレーションシステム 1,541,898 65.1 1,697,798 68.0 110.1

テスト＆ソリューションサービス 599,211 25.3 626,410 25.1 104.5

メジャリングシステム 228,845 9.6 171,683 6.9 75.0

計 2,369,955 100.0 2,495,893 100.0 105.3

　 (受注高実績)

期別
前第１四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2021年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
　至 2022年12月31日) 前期比(％)

品目 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

振動シミュレーションシステム 2,367,053 73.7 3,239,469 82.3 136.9

テスト＆ソリューションサービス 607,334 18.9 447,067 11.4 73.6

メジャリングシステム 238,564 7.4 250,039 6.3 104.8

計 3,212,952 100.0 3,936,576 100.0 122.5

　 (受注残高)

期別
前第１四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2021年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
　至 2022年12月31日) 前期比(％)

品目 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

振動シミュレーションシステム 4,070,979 88.2 6,629,148 90.4 162.8

テスト＆ソリューションサービス 320,974 7.0 230,823 3.1 71.9

メジャリングシステム 226,260 4.8 473,160 6.5 209.1

計 4,618,214 100.0 7,333,132 100.0 158.8

　 (販売実績)

期別
前第１四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2021年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
　至 2022年12月31日) 前期比(％)

品目 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

振動シミュレーションシステム 1,944,610 70.3 1,871,729 70.1 96.3

テスト＆ソリューションサービス 593,083 21.5 627,586 23.5 105.8

メジャリングシステム 226,671 8.2 171,493 6.4 75.7

計 2,764,365 100.0 2,670,809 100.0 96.6

　


